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■
「
ち
く
ま
評
論
入
門
」
解
説
―
―
読
解
問
題
へ
の
過
程

丸
山
眞
男
「
人
間
と
政
治
」

ま

さ

お

21

●
参
考

丸
山
真
男
『
日
本
の
思
想
』【121/M

9/1b

】（
北
野
高
校
図
書
館
）

ま

さ

お

『
丸
山
眞
男
集
・
一
六
巻
』【310/M

3/4

】（
北
野
高
校
図
書
館
）

丸
山
真
男
『
忠
誠
と
反
逆
』【311/M

1/4

】（
北
野
高
校
図
書
館
）

ま

さ

お

長
谷
川
宏
『
丸
山
眞
男
を
ど
う
読
む
か
』【311/H

5/1

】（
北
野
高
校
図
書
館
）

■
目
標

政
治
を
思
想
的
・
本
質
的
議
論
と
結
び
つ
け
る
／
現
実
の
政
治
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
を
得
る

c
r

i
t

i
c

a
l

な

■
丸
山
眞
男

ま

さ

お

丸
山
真
男
（
眞
男
）
（
１
９
１
４
―
１
９
９
６
）
は
、
日
本
の
戦
後
を
代
表
す
る
政
治
思
想
家
。
超
ビ

ま
さ

お

ッ
グ
ネ
ー
ム
。
大
学
行
っ
て
「
丸
山
眞
男
っ
て
聞
い
た
こ
と
な
い
」
と
か
い
う
て
た
ら
、
バ
カ
に
さ
れ
ま

す
。
現
代
文
の
教
科
書
に
も
載
っ
て
ま
す
。
百
科
事
典
か
ら
略
歴
・
評
価
を
紹
介
し
て
お
く
。

●

政
治
学
者
。
大
阪
市
出
身
。
東
大
卒
。
東
大
法
学
部
教
授
。
第
２
次
大
戦
中
に
、
近
代
政
治
学
を
踏
ま
え
た
独
創

的
な
方
法
に
よ
る
日
本
政
治
思
想
史
の
研
究
を
執
筆
・
発
表
。
戦
後
い
ち
は
や
く
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
内
面
構
造

を
鋭
く
分
析
す
る
〈
軍
国
支
配
者
の
精
神
形
態
〉
〈
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
〉
な
ど
を
発
表
し
て
思
想
界
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
思
想
史
研
究
と
し
て
は
、
荻
生
徂
徠
を
中
心
と
す
る
近
世
の
儒
学
、
一
貫
し
て
関
心
を
寄
せ
た
福

沢
諭
吉
の
思
想
、
さ
ら
に
日
本
の
思
想
を
通
底
す
る
〈
原
型
〉
的
意
識
な
ど
に
注
目
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ぬ
該
博
な
知

識
と
強
靱
な
分
析
力
、
機
知
に
と
ん
だ
卓
抜
な
表
現
と
構
成
力
に
よ
っ
て
、
専
門
研
究
の
枠
を
超
え
て
広
く
読
ま
れ
る
、

優
れ
た
作
品
を
残
し
た
。
ま
た
主
体
的
な
批
判
精
神
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
基
づ
き
、
現
実
政
治
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

発
言
、
１
９
６
０
年
の
安
保
反
対
闘
争
で
は
、
竹
内
好
（
よ
し
み
）、
鶴
見

俊

輔
ら
と
と
も
に
、
知
識
人
の
行
動
の

つ
る

み

し
ゆ
ん
す
け

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
主
な
著
書
に
《
日
本
政
治
思
想
史
研
究
》（
１
９
５
２
年
、
英
訳
１
９
７
４
年
）
、《
日
本

の
思
想
》（
１
９
６
１
年
）
、《
増
補
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
》（
１
９
６
４
年
）
、《
〈
文
明
論
之
概
略
〉
を
読
む
》（
１

９
８
６
年
）
な
ど
。《
丸
山
真
男
集
》
が
あ
る
。（
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
）

●
思
想
家
、
政
治
・
歴
史
学
者
。
大
阪
生
ま
れ
。
父
は
丸
山
幹
治
（
か
ん
じ
）
。
１
９
３
７
年
（
昭
和
１
２
）
東
京
帝

国
大
学
法
学
部
卒
業
。
助
手
を
経
て
１
９
４
０
年
東
大
助
教
授
。
戦
後
（
１
９
５
３
）
一
書
に
ま
と
め
た
『
日
本
政
治

思
想
史
研
究
』
を
、
戦
時
下
『
国
家
学
会
雑
誌
』
に
５
年
間
掲
載
し
て
応
召
。
１
９
５
０
年
（
昭
和
２
５
）
東
大
教
授
、

１
９
７
１
年
辞
職
。
東
大
法
学
部
で
は
、
東
洋
政
治
思
想
史
と
い
う
広
範
で
未
開
拓
な
分
野
の
講
座
を
一
貫
し
て
担
当
。

一
方
、
主
著
『
増
補
版
・
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
（
１
９
６
４
、
初
版
は
１
９
５
６
～
１
９
５
７
）
で
は
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
超
国
家
主
義
、
天
皇
制
、
明
治
維
新
、
近
代
化
政
治
な
ど
の
論
か
ら
、
ソ
連
の
ス
タ
ー

リ
ン
体
制
や
中
国
共
産
革
命
の
批
判
に
至
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
で
同
時
に
原
理
的
な
評
論
を
集
大
成
し
て
、
戦
後
の
思
想

界
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
何
々
の
「
思
想
と
行
動
」
と
い
う
言
い
方
は
一
種
の
流
行
語
と
も
な
り
、
こ
の
論

集
の
後
記
に
書
い
た
「
私
自
身
の
選
択
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
大
日
本
帝
国
の
“
実
在
”
よ
り
も
戦
後
民
主
主
義
の

丸山眞男「人間と政治」
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“
虚
妄
”
の
方
に
賭
（
か
）
け
る
」
と
い
う
こ
と
ば
は
丸
山
政
治
学
の
全
体
を
象
徴
し
て
い
る
。
彼
の
戦
争
中
の
青
春

期
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い
え
る
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
荻
生
徂
徠
（
お
ぎ
ゅ
う
そ
ら
い
）

か
ら
国
学
者
本
居
宣
長
（
も
と
お
り
の
り
な
が
）
に
至
る
思
想
展
開
の
過
程
に
近
代
化
の
萌
芽
（
ほ
う
が
）
を
み
い
だ

す
仕
事
で
、
戦
後
の
近
世
史
や
宣
長
研
究
の
礎
石
を
築
く
も
の
と
な
っ
た
。
晩
年
『
「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
』（
岩

波
新
書
上
中
下
、
１
９
８
６
）
を
発
表
、『
日
本
の
思
想
』（
岩
波
新
書
、
１
９
６
１
）
と
と
も
に
、
啓
蒙
（
け
い
も
う
）

実
践
の
学
者
の
面
目
、
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
／
『
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
増
補
版
（
１
９
６
４
／
新
装
版

・
２
０
０
６
・
未
来
社
）

▽
丸
山
真
男
著
『
戦
中
と
戦
後
の
間
―
―
１
９
３
６
―
１
９
５
７
』（
１
９
７
６
・
み
す

ず
書
房
）

▽
丸
山
真
男
著
『
後
衛
の
位
置
か
ら
―
―
「
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
」
追
補
』（
１
９
８
２
・
未
来
社
）

▽
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
新
装
版
（
１
９
８
３
・
東
京
大
学
出
版
会
）

▽
『
「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
』

上
中
下
（
岩
波
新
書
）

▽
『
日
本
の
思
想
』（
岩
波
新
書
）
』（
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
））

ひ
と
こ
と
で
い
う
な
ら
、
日
本
の
民
主
主
義
の
可
能
性
を
説
い
た
思
想
家
、
と
い
え
る
。「
大
日
本
帝

国
の
〈
実
在
〉
よ
り
も
戦
後
民
主
主
義
の
〈
虚
妄
〉
に
賭
け
る
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
象
徴
的
だ
。
ど
ん

な
論
理
と
心
理
が
、
あ
の
愚
劣
き
わ
ま
り
な
い
戦
争
を
遂
行
さ
せ
た
の
か
、
そ
の
鋭
利
な
分
析
で
デ
ビ
ュ

ー
し
た
丸
山
は
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
「
日
本
の
民
主
主
義
」
が
い
か
に
し
て
可
能
か
、
と
い
う
問
い

を
、
思
想
的
に
、
ま
た
、
実
践
的
に
追
求
し
た
。
こ
れ
は
丸
山
個
人
の
問
い
で
は
な
く
、
戦
争
を
く
ぐ
り

抜
け
た
多
く
の
日
本
人
の
問
い
だ
っ
た
。
―
―
そ
し
て
、
こ
の
問
い
は
、
い
ま
だ
、
私
た
ち
の
問
い
と
し

て
継
続
し
て
い
る
。

前
回
の
「
超
国
家
ア
メ
リ
カ
」
の
続
き
と
し
て
捉
え
る
な
ら
、
そ
の
問
い
は
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
普
遍
性
を
、
日
本
と
い

う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
土
壌
に
い
か
に
し
て
根
付
か
せ
る
か
、
と
い
う
問
い
だ
と
い
え
る
。
普
遍
性
を
持
つ
思
想
と
実
践
の
種
子
が
、
あ
る
特

殊
な
歴
史
と
文
化
を
も
っ
た
社
会
（
閉
じ
た
社
会
）
で
ど
の
よ
う
に
育
つ
か
。
こ
の
問
い
は
、
日
本
文
化
と
は
？
と
い
う
問
い
も
誘
発
す

る
。
だ
か
ら
丸
山
は
「
日
本
の
思
想
を
通
底
す
る
〈
原
型
〉
的
意
識
」
を
探
ろ
う
と
し
た
。
あ
る
普
遍
的
な
知
恵
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
を
、

自
閉
し
た
視
点
か
ら
拒
否
す
る
こ
と
は
、
再
び
、
自
閉
と
狂
信
と
暴
力
の
時
代
を
呼
ぶ
。
外
側
か
ら
や
っ
て
き
た
思
想
を
、
内
側
か
ら
わ

が
も
の
と
し
て
つ
か
み
直
す
と
い
う
、
成
熟
へ
の
試
み
が
こ
の
国
の
戦
後
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
丸
山
の
軌
跡
は
教
え
て
く
れ
る
。

■
追
跡

①

政
治
を
真
正
面
か
ら
問
題
に
し
て
来
た
思
想
家
は
古
来
必
ず
人
間
論
（
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ギ
ー
）
を
と

り
あ
げ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
深
い
理
由
が
あ
る
。

「
政
治
を
真
正
面
か
ら
問
題
に
し
て
来
た
思
想
家
は
、
な
ぜ
、
必
ず
人
間
論
を
と
り
あ
げ
た
の
か
？
」。

こ
れ
が
問
い
。
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ギ
ー
【A

nthropologie

】
は
、
人
間
学
、
人
類
学
と
も
訳
さ
れ
る
。

②

政
治
の
本
質
的
な
契
機
は
人
間
の
人
間
に
対
す
る
統
制
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
統
制
と
い
い
、

組
織
化
と
い
い
、
い
ず
れ
も
人
間
を
現
実
に
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、
人
間
の
外
部
的
に
実
現
さ
れ
た
行
為

を
媒
介
と
し
て
は
じ
め
て
政
治
が
成
り
立
つ
。
従
っ
て
政
治
は
否
応
な
く
人
間
存
在
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
全

体
的
に
知
悉
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
と
え
ば
道
徳
や
宗
教
は
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
内
面
に
働
き
か
け

ち

し
つ
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る
。
従
っ
て
そ
の
働
き
の
結
果
が
外
部
的
に
実
現
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
む
ろ
ん
無
関
心
と

は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
宗
教
や
道
徳
の
本
質
上
決
定
的
重
要
性
は
持
た
な
い
。
内
面
性
あ
る
い
は
動
機

性
が
そ
の
生
命
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
た
と
え
人
が
外
部
的
に
望
ま
し
い
行
為
を
や
っ
た
と
し
て
も
、
偽
善

や
祟
り
へ
の
恐
怖
心
か
ら
や
っ
た
の
で
は
何
に
も
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
の
働
き
か
け
は
、
必
ず
現

実
に
対
象
と
な
っ
た
人
間
が
政
治
主
体
の
目
的
通
り
に
動
く
と
い
う
こ
と
が
生
命
で
あ
る
。
現
実
に
人
間

を
動
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の
人
間
関
係
あ
る
い
は
社
会
関
係
を
、
望
ま
れ
て
い
た
方
向
に
変
え
る

こ
と
が
政
治
運
動
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

政
治
の
本
質
論
。
◎
「
契
機
」
〔
ド
イ
ツ
語

M
om

ent

〕
と
は
、
あ
る
物
を
動
か
し
、
決
定
す
る
根
拠

や
要
因
の
こ
と
。「
き
っ
か
け
」
と
い
う
意
味
で
、
今
は
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
本
当
の
意
味
は
違
う
。
丸

山
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
政
治
と
は
言
え
な
い
要
素
、
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

「
人
間
の
人
間
に
対
す
る
統
制
を
組
織
化
す
る
」
を
か
み
砕
く
と
、「
人
間
が
、
別
の
人
間
た
ち
を
統

制
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
す
る
、
そ
の
や
り
方
を
（
そ
の
場
限
り
や
一
対
一
で
は
な
く
）
組
織
的
に
（
た
く

さ
ん
の
人
間
で
シ
ス
テ
ム
と
し
て
）
や
る
」
と
い
う
感
じ
だ
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
き
、
こ
う
い
う
「
か

み
砕
き
」
は
、
有
効
。

道
徳
と
の
対
比
を
通
じ
て
、
主
旨
を
捉
え
よ
う
。

道
徳
（
宗
教
）
で
は
、
内
面
の
正
し
さ
が
大
事
だ
か
ら
、
「
外
部
的
に
望
ま
し
い
行
為
を
や
っ
た
と
し

て
も
、
偽
善
や
祟
り
へ
の
恐
怖
心
か
ら
や
っ
た
の
で
は
何
に
も
な
ら
ぬ
」。

政
治
で
は
、
「
現
実
に
、
そ
の
人
間
が
政
治
主
体
の
目
的
通
り
に
動
く
」
こ
と
が
大
事
だ
か
ら
、
内
面

が
ど
う
で
あ
る
か
は
、
関
係
な
い
。

道
徳
＝
見
え
な
い
心
が
大
事
。

政
治
＝
目
に
見
え
る
行
為
が
大
事
。

聖
職
者
は
、
人
々
が
心
安
ら
か
に
、
各
自
の
内
面
に
神
の
国
を
実
現
し
て
く
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

王
様
（
政
治
主
体
）
は
、
人
々
が
王
の
命
令
に
従
っ
て
秩
序
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
ん
な
ふ
う
に
対
比
し
て
み
た
ら
、
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
ず
は
、
見
え
な
い
（
心
）
／

見
え
る
（
外
面
的
現
実
）
の
対
比
を
押
さ
え
る
。

③

現
実
に
動
か
す
と
い
う
至
上
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
政
治
は
い
き
お
い
人
間
性
の
全
部
面
に
タ

ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
学
問
の
人
間
に
対
す
る
影
響
力
は
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
理
性

的
部
分
を
対
象
と
す
る
。
従
っ
て
学
問
的
説
得
は
、
あ
く
ま
で
理
性
に
よ
る
理
性
に
対
す
る
説
得
で
あ
り
、

相
手
が
説
き
手
の
弁
舌
に
感
心
し
た
り
、
ま
る
め
こ
ま
れ
た
り
、
あ
る
い
は
説
き
手
の
人
間
的
魅
力
に
ひ

き
つ
け
ら
れ
て
そ
の
説
を
承
認
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
学
問
的
説
得
と
は
い
え
な
い
。
恋
愛
の
働
き
か

け
は
も
っ
ぱ
ら
―
―
と
い
う
と
言
い
す
ぎ
だ
が
少
な
く
と
も
大
部
分
―
―
人
間
の
情
動
に
訴
え
よ
う
と
す

る
。
ま
た
商
品
取
引
と
い
う
よ
う
な
経
済
行
為
の
働
き
か
け
は
主
と
し
て
人
間
の
物
質
的
欲
望
に
訴
え
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
政
治
の
働
き
か
け
は
、
理
性
で
あ
ろ
う
と
、
情
緒
で
あ
ろ
う
と
、
欲
望
で
あ
ろ
う
と
、
人

間
性
の
い
か
な
る
領
域
を
も
必
要
に
応
じ
て
動
員
す
る
。
要
す
る
に
現
実
に
動
か
す
の
が
目
的
な
の
だ
か
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ら
、
政
治
に
は
働
き
か
け
の
固
有
の
通
路
が
な
い
。
宗
教
も
、
学
問
も
、
経
済
も
、
そ
れ
が
政
治
対
象
を

動
か
す
の
に
都
合
が
よ
け
れ
ば
い
つ
で
も
自
己
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
。
だ
か
ら
逆
に
い
う
と
、
宗

教
な
り
学
問
な
り
恋
愛
な
り
の
働
き
か
け
で
、
手
段
と
目
的
と
の
一
義
的
連
関
を
失
っ
て
、
要
す
る
に
相

手
を
自
分
に
従
わ
せ
る
こ
と
自
体
が
至
上
目
的
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
す
で
に
自
己
を
政
治
的
な

働
き
か
け
に
ま
で
変
貌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
動
か
す
」
と
い
う
こ
と
ば
に
、
「
力
」
の
存
在
を
読
み
取
っ
て
お
こ
う
。
目
的
の
た
め
に
は
、
ど
ん

な
領
域
も
使
う
、
力
と
し
て
有
効
な
ら
。
そ
れ
が
、
政
治
で
す
（
笑
）。

政
治
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
恋
愛
の
な
れ
の
果
て
（
ス
ト
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
）、
学
問
の
な

れ
の
果
て
（
デ
ー
タ
ね
つ
造
、
教
授
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
産
学
協
同
、
研
究
資
金
調
達
、
権
力
と
結
託
し
た
学

校
設
立
（
笑
）
）、
経
済
の
な
れ
の
果
て
（
権
力
と
結
託
し
た
…
…
）。
ま
あ
、
実
例
に
事
欠
か
な
い
我
が

社
会
よ
。

読
解
問
題
１

宗
教
や
道
徳
、
学
問
と
対
比
し
て
、
政
治
の
特
色
は
ど
ん
な
点
に
あ
る
か
。

②
③
段
落
か
ら
。「
宗
教
、
道
徳
、
学
問
」
と
く
く
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
②
段
落
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

内
面
的
な
心
情
・
理
性
、
と
い
う
側
面
と
、
政
治
の
、
外
面
的
な
現
実
、
と
い
う
側
面
を
対
比
。
③
段
落

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

か
ら
は
、
目
的
に
応
じ
た
手
段
と
す
る
領
域
の
限
定
、
と
目
的
の
た
め
に
は
手
段
と
す
る
領
域
を
問
わ
な

い
点
を
対
比
。
こ
の
ふ
た
つ
の
対
比
を
き
れ
い
に
組
み
立
て
る
の
が
お
仕
事
。

宗
教
、
道
徳
、
学
問
は
…
…
。
そ
れ
に
対
し
政
治
は
…
…
。

解
答
例
（
二
文
）「
宗
教
、
道
徳
、
学
問
は
、
心
情
や
理
性
と
い
っ
た
内
面
へ
の
働
き
か
け
を
目
的
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
領
域
を
限
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
政
治
は
、
人

間
を
目
に
見
え
る
形
で
現
実
に
動
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
を

利
用
し
よ
う
と
す
る
。」

解
答
例
（
一
文
・
短
縮
）「
宗
教
、
道
徳
、
学
問
が
、
内
面
的
な
働
き
か
け
を
目
的
と
し
、
そ
の
手
段
と

し
て
固
有
の
領
域
を
持
つ
の
に
対
し
、
政
治
は
、
人
間
を
外
面
的
に
現
実
に
動
か
す
と
い
う
目
的
の
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
利
用
す
る
点
。」

④

政
治
に
と
っ
て
政
治
目
的
通
り
に
現
実
が
動
く
と
い
う
こ
と
が
生
命
だ
か
ら
、
実
際
政
治
家
の
言
動

は
た
え
ず
「
効
果
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
真
理
に
忠
実
だ
と
か
自
分
の
良
心
に
忠
実
だ
と
か
い
う
こ

と
よ
り
も
、
一
定
の
言
動
な
り
事
件
な
り
が
「
味
方
」
に
ど
う
影
響
す
る
か
「
敵
」
を
ど
う
利
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
つ
ね
に
彼
の
羅
針
盤
に
な
っ
て
い
る
。

⑤

従
っ
て
ま
た
政
治
家
の
功
罪
に
対
す
る
批
判
も
ど
こ
ま
で
も
彼
の
政
策
が
現
実
に
も
た
ら
し
た
結
果

に
よ
っ
て
判
断
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
の
動
機
の
善
悪
は
少
な
く
も
第
一
義
的
な
問
題
と
な
ら
な
い
。
政
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治
家
の
責
任
は
読
解
問
題
２
徹
頭
徹
尾
結
果
責
任
で
あ
る
。

悪
そ
う
だ
け
ど
、
力
の
あ
る
政
治
家
、
と
い
う
の
が
い
た
。
い
ろ
ん
な
外
交
ル
ー
ト
を
使
い
、
圧
力
や

懐
柔
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
使
い
、
自
国
に
有
利
な
妥
結
点
を
導
き
出
す
―
―
と
か
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

直
観
的
に
は
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

⑥

と
も
か
く
政
治
家
が
も
っ
ぱ
ら
現
実
の
効
果
を
行
為
の
規
準
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
政
治
家
は
あ
る

意
味
で
俳
優
と
似
て
来
る
。
例
え
ば
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
演
説
に
巧
み
な
政
治
家
は
そ
の
ポ
ー
ズ
や
発
声

法
の
効
果
に
絶
え
ず
腐
心
す
る
。
背
後
の
真
実
の
自
己
と
、
効
果
を
考
え
て
の
「
演
技
」
と
は
遊
離
し
が

ち
で
あ
る
。
そ
こ
に
政
治
的
な
も
の
の
い
や
ら
し
さ
が
発
生
す
る
。
「
政
治
を
す
る
も
の
は
悪
魔
と
手
を

結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
ウ
ェ
ー
バ
ー
）
と
か
「
政
治
は
人
間
を
堕
落
さ
せ
る
」（
ビ
ス
マ
ル
ク
）
と
か

い
わ
れ
、
と
か
く
政
治
は
何
か
不
潔
な
も
の
と
本
来
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

大
き
な
原
因
は
結
局
、
政
治
が
人
間
を
現
実
的
に
動
か
し
て
、
あ
る
結
果
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
を
本

質
的
要
因
と
す
る
か
ら
で
、
実
は
政
治
が
き
た
な
い
と
い
う
よ
り
、
現
実
の
人
間
そ
の
も
の
が
、
あ
い
に

く
天
使
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
現
実
の
人
間
そ
の
も
の
が
、
あ
い
に
く
天
使
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
な
い
」
と
い
う
の
は
お
も
し
ろ
い
。、

私
な
ら
、
こ
こ
を
設
問
に
す
る
な
あ
。
人
間
は
汚
い
。
自
分
だ
け
よ
か
っ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
あ

る
と
き
は
、
自
閉
し
た
妄
想
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
色
と
り
ど
り
に
勝
手
な
考
え
で
、
猿
の

よ
う
に
ざ
わ
つ
い
て
い
る
。
そ
ん
な
や
つ
ら
を
、「
現
実
に
動
か
す
」
に
は
、
脅
し
た
り
、
す
か
し
た
り
、

演
技
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

学
校
の
先
生
も
あ
る
と
き
政
治
家
で
あ
り
、
俳
優
で
あ
る
。
小
な
り
と
い
え
ど
も
、「
権
力
」
み
た
い
な
も
の
を
先
生
は
持
っ
て
い
る
。

「
先
生
は
、
悲
し
い
ぞ
」
と
泣
い
て
見
せ
た
り
す
る
わ
け
だ
。
親
が
「
お
母
さ
ん
は
、
悲
し
い
わ
」
と
説
諭
す
る
の
も
似
た
よ
う
な
も
の

か
。
い
や
、
先
生
や
親
は
、
政
治
家
よ
り
は
純
粋
で
す
よ
。

読
解
問
題
２
「
徹
頭
徹
尾
結
果
責
任
で
あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

何
を
聞
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
何
を
答
え
た
ら
よ
い
の
か
、
迷
っ
た
ら
、
と
に
か
く
☆
傍
線
部
延
長

術
。
形
式
段
落
全
体
に
の
ば
し
て
み
よ
う
。

「
政
治
家
の
功
罪
に
対
す
る
批
判
も
ど
こ
ま
で
も
彼
の
政
策
が
現
実
に
も
た
ら
し
た
結
果
に
よ
っ
て
判

断
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
の
動
機
の
善
悪
は
少
な
く
も
第
一
義
的
な
問
題
と
な
ら
な
い
。
政
治
家
の
責
任

は
徹
頭
徹
尾
結
果
責
任
で
あ
る
」

こ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
。
☆
自
分
の
語
彙
に
消
化
す
る
。「
政
治
家
に
対
す
る
評
価
は
」
と
い
う

主
語
で
や
っ
て
み
よ
う
か
。
内
容
が
ぴ
ん
と
き
て
い
れ
ば
、
言
い
換
え
は
、
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。

解
答
例
（
本
文
語
句
利
用
）
「
政
治
家
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
動
機
の
善
悪
は
考
慮
さ
れ
ず
、
彼
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の
政
策
が
現
実
に
も
た
ら
し
た
結
果
に
よ
っ
て
の
み
判
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。」

解
答
例
（
自
分
の
語
彙
で
）「
政
治
家
は
、
動
機
が
い
く
ら
よ
く
て
も
、
政
策
が
現
実
に
結
果
を
も
た
ら

さ
な
け
れ
ば
、
そ
の
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。」

⑦

政
治
の
予
想
す
る
人
間
像
と
い
う
も
の
は
、
昔
か
ら
あ
ま
り
美
し
く
な
い
こ
と
に
相
場
が
き
ま
っ
て

い
る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
な
ど
は
「
真
の
政
治
理
論
は
必
ず
性
悪
説
を
と
る
」
と
す
ら
い
っ
て
い
る
。

た
し
か
に
政
治
的
な
も
の
と
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
思
想
家
は
い
わ
ゆ
る
性
悪
論
者
で
あ
っ
た
。
東
洋

で
も
政
治
（
治
国
平
天
下
）
を
個
人
道
徳
（
修
身
）
に
帰
属
さ
せ
た
儒
家
が
性
善
説
を
と
っ
た
の
に
対
し
、

法
や
政
治
の
固
有
の
意
義
を
強
調
し
た
荀
子
や
韓
非
子
の
系
統
は
多
か
れ
少
な
か
れ
性
悪
論
者
で
あ
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
や
ホ
ッ
ブ
ス
の
よ
う
な
近
代
政
治
学
の
建
設
者
が
、
い
ず
れ
も
徹
底

し
た
悲
観
的
人
間
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
有
名
な
『
君
主
論
』

の
な
か
で
こ
う
い
っ
て
い
る
。

⑧

｢

人
間
と
い
う
も
の
は
恩
知
ら
ず
で
、
移
り
気
で
、
陰
険
で
、
危
険
に
あ
う
と
逃
げ
出
し
、
そ
の
く

せ
転
ん
で
も
た
だ
は
起
き
な
い
。
利
益
を
与
え
れ
ば
味
方
す
る
が
、
い
ざ
犠
牲
を
捧
げ
る
段
に
な
る
と
、

た
ち
ま
ち
尻
を
ま
く
っ
て
逃
げ
出
す
も
の
だ
」

漢
文
で
も
学
ん
だ
古
来
か
ら
の
ふ
た
つ
の
人
間
観
。
「
性
善
説
」「
性
悪
説
」。
お
な
じ
み
の
孔
子
→
孟

子
ラ
イ
ン
は
、
性
善
説
。「
君
子
」
の
可
能
性
を
説
い
た
。
法
や
監
視
を
強
め
て
秩
序
維
持
を
図
ろ
う
と

す
る
方
向
は
、
性
悪
説
に
立
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
面
も
併
せ
持
つ
の
が
人
間
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
こ
う
と
す
る
か
に
よ

っ
て
、
法
、
政
策
、
そ
し
て
、
教
育
の
あ
り
方
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
。

あ
る
人
間
が
、
人
間
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
見
る
か
、
は
、
そ
の
人
間
が
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
か
、

そ
の
人
間
が
ど
の
よ
う
な
人
間
た
ち
を
見
て
い
る
の
か
、
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
。
た
ま
た
ま
生
ま
れ
つ
い

た
時
代
や
環
境
が
、
人
間
観
を
変
え
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
ど
う
か
？

そ
し
て
、
読
者
の
興
味
は
、
筆
者
丸
山
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
向
か
う
だ
ろ
う
。

⑨

ホ
ッ
ブ
ス
が
「
人
間
は
人
間
に
対
し
て
狼
で
あ
る
」
と
い
い
、
人
間
は
本
来
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

も
の
だ
か
ら
、
政
治
社
会
な
き
人
間
の
状
態
（
自
然
状
態
）
は
必
然
に
万
人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
を
現

出
す
る
と
い
っ
て
、
そ
こ
か
ら
強
力
な
専
制
権
力
を
基
礎
づ
け
て
行
っ
た
の
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

ホ
ッ
ブ
ス
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
た
と
え
ば
、
大
澤
真
幸
『
社
会
学
史
』（
講
談
社
現
代
新

ま

さ

ち

書
）
の
２
章
な
ど
が
い
い
。【361/O

12

】
北
野
高
校
図
書
館
に
あ
る
。

⑩

こ
う
い
う
性
悪
説
は
昔
か
ら
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
。
道
学
先
生
か
ら
は
眼
の
仇
に
さ
れ
る
。
し

か
し
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
や
ホ
ッ
ブ
ス
の
方
が
道
学
先
生
よ
り
も
、
人
間
の
、
従
っ
て
政
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治
の
現
実
を
ご
ま
か
し
た
り
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
け
た
り
し
な
い
で
、
直
視
す
る
勇
気
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
性
悪
説
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ス
は
性

悪
と
い
う
と
す
ぐ
憤
激
す
る
手
合
い
に
こ
う
答
え
て
い
る
。

道
学
先
生
と
は
、
儒
家
（
孔
子
→
孟
子
ラ
イ
ン
）
の
こ
と
だ
。
丸
山
は
、
道
学
先
生
に
批
判
的
で
あ
る

こ
と
に
注
意
。
性
悪
説
思
想
家
は
、
①
現
実
を
直
視
②
性
悪
の
意
味
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
。
正
し
く
っ

て
？

⑪

｢

自
分
自
身
の
こ
と
を
考
え
て
見
る
が
い
い
。
旅
行
に
出
る
と
き
は
武
器
を
携
え
、
な
る
べ
く
道
づ

れ
で
行
き
た
が
る
、
寝
る
と
き
に
は
ド
ア
に
鍵
を
か
け
、
自
分
の
家
に
あ
っ
て
さ
え
箱
に
鍵
を
か
け
る
で

は
な
い
か
。
し
か
も
ち
ゃ
ん
と
法
律
が
あ
り
自
分
に
加
え
ら
れ
る
一
切
の
侵
害
を
罰
し
て
く
れ
る
武
装
し

た
お
役
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
さ
え
こ
れ
で
あ
る
。」

悪
い
人
間
が
い
る
可
能
性
。
そ
れ
に
備
え
る
。
そ
れ
は
ふ
つ
う
の
こ
と
じ
ゃ
ん
。

⑫

し
か
も
素
朴
な
性
善
説
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
は
、
人
間
関
係
の
な
か
で
現
実
的
に
行
動
す
る

段
に
な
る
と
、
万
人
に
内
在
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
「
善
」
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
客

観
的
に
は
非
常
に
残
酷
で
非
人
間
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ソ
レ
ル
は
『
暴
力
論
』

で
鋭
く
こ
の
逆
説
を
指
摘
し
て
い
る
。

善
の
押
し
つ
け
。
詳
し
く
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
万
人
に
内
在
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
善
」
と
い

う
言
い
方
に
は
、「
超
国
家
ア
メ
リ
カ
」
に
出
て
き
た
「
普
遍
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
に
お
い
が
す
る
。

人
間
な
ら
ば
、
理
解
で
き
る
は
ず
の
善
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
は
人
間
じ
ゃ
な
い
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ね
！

そ
う
い
う
反
転
が
生
じ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
を
想
像
し
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
善
の
権
力
と
い
う

べ
き
も
の
が
、
内
面
の
自
然
を
ね
じ
曲
げ
て
し
ま
う
と
か
。

⑬

し
か
し
そ
う
い
う
こ
と
を
別
と
し
て
も
、
政
治
が
前
提
す
る
性
悪
と
い
う
意
味
を
も
っ
と
正
し
く
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
性
悪
と
い
う
の
は
、
厳
密
に
い
う
と
正
確
な
表
現
で
な
い
の
で
、
じ
つ
は
シ

ュ
ミ
ッ
ト
自
身
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
が
問
題
的
（p

ro
b
le
m
a
tisc

h

）
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
前
に
も
い
っ
た
通
り
、
効
果
的
に
人
間
を
支
配
し
組
織
化
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
を

あ
く
ま
で
外
部
的
結
果
と
し
て
確
保
し
て
行
く
こ
と
に
政
治
の
生
命
が
あ
る
な
ら
ば
、
政
治
は
一
応
そ
の

対
象
と
す
る
人
間
を
「
取
扱
注
意
」
品
と
し
て
、
こ
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ゆ
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
読

解
問
題
３
性
悪
と
い
う
の
は
、
こ
の
取
扱
注
意
の
赤
札
で
あ
る
。
も
し
人
間
が
い
か
な
る
状
況
で
も
必
ず

「
悪
い
」
行
動
を
と
る
と
決
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
事
は
簡
単
で
本
来
の
政
治
の
介
入
す
る
余

地
は
な
い
。
善
い
方
に
も
悪
い
方
に
も
転
び
、
状
況
に
よ
っ
て
天
使
に
な
っ
た
り
悪
魔
に
な
っ
た
り
す
る

と
こ
ろ
に
、
技
術
と
し
て
の
政
治
が
発
生
す
る
地
盤
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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性
悪
と
は
、
百
％
の
悪
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
善
い
方
に
も
悪
い
方
に
も
転
び
う
る
要
注
意

の
存
在
だ
、
と
い
う
意
味
だ
。
そ
れ
が
こ
こ
で
の
主
旨
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
は
、
冒
頭
の
「
政
治
を
真
正
面
か
ら
問
題
に
し
て
来
た
思
想
家
は
、
な
ぜ
、
必
ず
人
間

論
を
と
り
あ
げ
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
へ
の
応
答
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

答
え
は
、
政
治
は
、
複
雑
で
や
っ
か
い
な
人
間
の
行
動
を
扱
う
技
術
だ
か
ら
、
だ
。
政
治
の
対
象
は
、

現
実
の
人
間
の
行
動
。
し
か
し
、
そ
の
人
間
と
い
う
ヤ
ツ
は
、
よ
か
っ
た
り
、
悪
か
っ
た
り
、
取
扱
注
意

の
代
物
。
自
然
物
の
よ
う
に
、
思
い
通
り
に
制
御
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
ら
、
そ
の
複
雑
さ
を
、
現
実
的
に
し
っ
か
り
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
。

読
解
問
題
３

「
性
悪
と
い
う
の
は
、
こ
の
取
扱
注
意
の
赤
札
で
あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

こ
こ
も
ま
た
、
こ
の
段
落
全
体
を
消
化
す
る
作
業
に
な
る
が
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
☆
比
喩
の
い
い

か
え
、
を
求
め
ら
れ
て
い
る
点
。
ま
ず
そ
こ
を
吟
味
し
よ
う
。

「
性
悪
と
い
う
の
は
、
こ
の
取
扱
注
意
の
赤
札
」
の
「
赤
札
」
っ
て
？

品
物
・
荷
物
に
貼
っ
て
あ
る

札
だ
。「
わ
れ
も
の
」
と
か
書
い
て
あ
る
よ
う
な
。
こ
こ
で
は
、
品
物
は
「
人
間
」、
札
に
は
「
性
悪
」
と

せ
い
あ
く

書
い
て
あ
る
。「
注
意
し
て
ね
、
わ
れ
も
の
だ
よ
」
＝
「
注
意
し
て
ね
、
悪
い
コ
ト
す
る
か
も
」。
そ
う
い

う
つ
も
り
で
扱
う
べ
し
、
と
い
う
注
意
書
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
割
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
割
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
割
れ
や
す
い
か
ら
、
割
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
ね
、
と
い
う
の
と
同
じ
だ
。

人
間
は
、
悪
い
こ
と
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
注
意
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
。こ

れ
が
、
比
喩
を
い
い
か
え
た
答
え
。
設
問
の
要
求
が
四
十
字
な
ら
こ
れ
で
お
し
ま
い
だ
が
、
一
〇
〇

字
を
超
え
る
な
ら
？

そ
れ
に
最
後
の
問
い
だ
し
。
―
―
こ
こ
に
足
す
べ
き
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、「
百
％
悪

だ
と
い
っ
て
な
い
よ
」「
こ
の
赤
札
貼
っ
と
く
ほ
う
が
有
効
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
段
落
を
適
宜
言
い
換
え
て
い
く
と
、

「
効
果
的
に
人
間
を
支
配
し
組
織
化
し
、
外
部
的
結
果
を
生
む
た
め
に
は
、
政
治
は
人
間
を
「
取
扱
注

意
」
品
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
。
性
悪
説
は
、
人
間
は
、
悪
い
こ
と
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
注
意
し

て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
人
間
は
、
善
い
方
に
も
悪
い
方
に
も
転

ぶ
複
雑
な
存
在
で
あ
る
か
ら
、（
そ
れ
に
対
応
で
き
る
）
技
術
と
し
て
の
政
治
が
必
要
と
な
る
。」

ど
う
い
う
論
理
に
す
る
と
、
問
い
に
対
応
す
る
形
に
で
き
る
か
。
☆
文
末
か
ら
決
め
る
、
の
が
有
効
だ

ろ
う
。
問
い
に
対
す
る
☆
端
的
な
答
え
、
は
、「
注
意
せ
よ
、
を
意
味
す
る
性
悪
説
に
立
つ
ほ
う
が
い
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
脈
上
、
性
善
説
対
性
悪
説
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
こ
に
、
理
由
を
足
す
。

前
に
、
足
す
。「
―
―
す
る
た
め
に
は
、
―
―
の
方
が
よ
い
」。
た
と
え
ば
こ
ん
な
ふ
う
に
。

解
答
例
「
完
全
な
善
ま
た
は
悪
で
は
な
い
複
雑
な
存
在
で
あ
る
人
間
を
、
効
果
的
に
支
配
し
、
目
に
見
え
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る
結
果
を
生
む
た
め
に
は
、
人
間
は
悪
い
こ
と
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
注
意
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
性
悪
説
に
立
つ
方
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。」

頭
で
っ
か
ち
な
感
じ
も
あ
る
の
で
、

「
人
間
は
、
完
全
な
善
ま
た
は
悪
で
は
な
い
複
雑
な
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
人
間
を
―
―
、」
と
す
る
手

も
あ
る
。

■
読
解
問
題

１

宗
教
や
道
徳
、
学
問
と
対
比
し
て
、
政
治
の
特
色
は
ど
ん
な
点
に
あ
る
か
。

２

「
徹
頭
徹
尾
結
果
責
任
で
あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

３

「
性
悪
と
い
う
の
は
、
こ
の
取
扱
注
意
の
赤
札
で
あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

■
発
展
問
題

本
文
が
示
す
政
治
の
原
理
論
、
人
間
観
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現
在
の
、
現
実
の
政
治
家
の
行
動
に
つ
い

て
論
ぜ
よ
。
い
い
か
え
れ
ば
、
政
治
家
の
内
面
性
・
倫
理
観
は
ほ
ん
と
う
に
問
わ
れ
な
く
て
も
い
い
の
か
、

と
い
う
問
い
で
あ
る
。

●
重
要
語｢

自
然
権
」
＝
法
で
規
定
さ
れ
る
以
前
に
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
権
利
。
ホ

ッ
ブ
ズ
は
、
自
分
が
生
き
る
た
め
に
は
何
を
し
て
も
い
い
（
「
羅
生
門
」
の
老
婆
の
理
屈
や
ね
）、
こ
の
権

利
だ
け
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
論
理
を
組
み
立
て
た
。
ロ
ッ
ク
に
な
る
と
、
生
命
の
み
な
ら
ず
、
自
由
、

財
産
の
権
利
が
加
わ
る
。
基
本
的
人
権
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
基
礎
が
、
こ
れ
ら
の
自
然
権
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言
は
、
自
然
権
の
思
想
を
典
型
的
に
表
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
明
の
真

理
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
は
平
等
に
造
ら
れ
、
造
物
主
に
よ
っ
て
、
一
定
の
奪
い
が
た
い
天
賦
の
権
利
を

付
与
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸
福
の
追
求
の
含
ま
れ
る
こ
と
を
信
ず
る
」
と
あ
る
。
権

力
が
こ
の
自
然
権
を
侵
し
た
場
合
に
は
、
自
然
法
上
の
抵
抗
権
が
生
ず
る
。
日
本
国
憲
法
が
「
こ
の
憲
法

が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
与
へ
ら
れ
る
」（

条
）
と
宣
言
し
て
い
る
の
も
自
然
権
思
想
の
表
れ
で
あ
る
。
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